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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日、経過連絡表と月報の締切日となっている。提出が遅れる場合は事前に上野SGMへ連絡するように。

· 11/3のスタッフ残り番を検討中である。

· 中級昇格試験が11/21～23日17：30～18：30に実施予定。希望日を上野SGMへ報告するように。（対象者：柴田、李、高森）

· 11/3創立記念写真撮影が南山苑前で行われる。
（1回目：集合9：15、撮影9：25）（2回目：集合10：00、　撮影10：10）
· 本日15：30～八木橋牧雄様の地域復帰支援検討会が旧デイケア室で開催。（出席者：上野SGM）

· 11/2青風利用者9名の結核検査実施予定。

· 朝、病院のカゴに入っていた書類はその日のリーダーが仕分けを行うように。

· カンファレンス記録の処理方法

1 金曜日にナイトケアスタッフが1週間分のカンファレンス記録を印刷する。

2 月曜日にカンファレンスファイルに綴じる。

3 上野SGMと島守SGMに確認してもらい印を依頼。

4 菅原AOMと佐藤AOMに確認してもらい印を依頼。

5 カンファレンス記録を2週間分ファイルに綴じて、それ以外の記録は所定のファイルに綴じる。

＜利用者様状況＞

· 小坂　君子　様～来所時に体調不良（頭のぼんやり感、鼻水、眠気）を訴えており、体温36.5℃

で経過されている。午前中は静養室で休まれている。午後37.2℃の発熱があり、静養室で休まれている。周囲の音がうるさいとのことで耳栓をずっとしている。

· 川口　八寿子様～本日、来所されている。最近、減薬になっていたが、朝起きれないとのこ

とで、再び減薬になったことを話されている。1週間分処方され様子をみるとのこと。また、生理が15日間止まらず、担当医より婦人科受診を勧められたが、本人は受診せずにもう少し様子をみたいとのこと。

· 上久保　善郎様～喫煙所で嘔吐したあとがあり、本人に確認すると吐いたとのこと。飲水量　

が多いことから、スタッフより吐きたくなったらトイレで行うように本人へ伝えている。

· 四戸　冷子　様～本日、37.4℃の発熱があり通所を欠席している。食事は2～3口程度のみ摂

取され、ヨーグルトなど本人が好む食べ物は全量摂取出来ている。昨日の体重37.5ｋｇで、本日38.5ｋｇと増加されている。

· 下町　サン子様～来所時、体温36.9℃あり、体調不良と鼻水を訴えている。その後、不調は　

消失しプログラムに参加されている。

· 村上　元道　様～昨日、姉様が仕事を辞めたとのことで、ストレスで病んでしまったから辞　

めたのか、理由を聞いてもいいものかと考えてしまうと相談している。姉様にもやりたいことや考えがあって辞めたのではないかということ、さりげなく聞いてもいいのではないかと説明。次回会った時に聞いてみると話されている。

· 松永　勘五郎様～昨日、もみあげ部分の赤みが強く、擦過傷になっている。掻痒感があり、

掻いたと本人話されている。入浴後、頭皮に光沢があり、頭皮が剥がれていたり張り付いている様子はない。洗髪に使っているものを確認すると、洗顔フォームを出しており、調子は良いと話されている。「ベビー石鹸」も使っていると話されているが、持ってきていないとのこと。

＜外来情報＞

· 清水　泰雅　様～コレステロール高いことから、内服薬処方となっている。

· 川口　八寿子様～日中の眠気があるとのことで、フルニトラゼパム止めとなっている。また、

手の振るえもある為、今後も日中の眠気と手の振るえがある場合は副作用止めを処方していくとのこと。

· 小坂　君子　様～「薬、薬、薬」と幻聴があり、カマを忘薬してしまったとのこと。本日、　

鼻水と咳症状あがる為、漢方処方となっている。

· 下口　政子　様～「イライラすることがある。カラオケで発散しているけど、そんなに行け

ないから困っている」と話されている。

· 澤口　直美　様～昨夜、落ち着かない事があり、レキソタン服用後、落ち着いたとのこと。

· 下妻　康貴　様～コレステロール高いことから、来週、栄養士による聞き取り調査実施し、

栄養指導に繋げていく。

